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在
日
朝
鮮
人
史
資
料
集
　
全
２
巻

1　

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
。
他
の
史
料
集
で

は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。�

本
体
２
４
、０
０
０
円

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
　
１
９
５
７
年
版

2　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編　

樋
口
雄
一
解
説　

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態

に
関
す
る
全
国
的
調
査
資
料
。
な
お
、
同
連
合
会
編『
調
査
月
報
』の
附
属
資
料
を
付
す
。�

本
体
６
、０
０
０
円

戦
後
初
期

在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集
　
全
２
巻

3　

長
澤
秀
編　

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資
料
。
戦
後
の
朝
鮮
人
集
住
地

域
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
提
供
。
統
計
局
の
報
告
書
と
し
て
は
未
刊
行
の
資
料
。�

本
体
３
６
、０
０
０
円

在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料
　
全
３
巻

4　

佐
野
通
夫
編
　
戦
後（
一
九
四
五
～
一
九
八
〇
）の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・
背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で

き
、
日
本
人
教
師
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
、
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府
の
在
日
朝

鮮
人
教
育
に
対
す
る
政
策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
。�

本
体
４
６
、０
０
０
円

朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料
　
全
２
巻

5　

山
田
昭
次
編
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
一
五
年
戦
争
下（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫
の
実

態
を
、裁
判
資
料
、戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
、常
磐
炭
礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
、『
労
務
時
報
』・『
日
本
鉱
業
新
聞
』

所
収
朝
鮮
人
関
係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。�

本
体
２
４
、０
０
０
円

▼
以
下
続
刊
予
定
（
順
不
同
、
タ
イ
ト
ル
は
す
べ
て
仮
題
）

7
在
日
朝
鮮
人
状
況
資
料　
福
井
譲
編　

8
在
日
朝
鮮
人「
帰
還
」資
料

鈴
木
久
美
編　

9
在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料　
金
耿
昊
編　

⓾
日
本
在
留

朝
鮮
人
の
出
版
物　
小
野
容
照
編　

⓫
解
放
後
在
日
朝
鮮
人
文
化
運
動
資
料　

宇
野
田
尚
哉
編　

⓬
戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
特
集
記
事
集　
外
村
大
編

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
6

裵ベ

姈ヨ
ン

美ミ
（
立
命
館
大
学
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
）編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人

留
学
生
資
料

本
資
料
の
特
色

▼
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
を
通
観
す
る

　

初
め
て
の
資
料
。

▼
当
該
期
の
日
朝
関
係
、
朝
鮮
人
の
日
本
認
識
、
日
本
人
の
朝
鮮
認
識

　

を
知
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
資
料
。

▼
関
東
大
震
災
期
と
そ
の
前
後
期
に
分
け
、
各
期
の
留
学
生
の
動
向
を

　

時
系
列
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
た
。

▼
朝
鮮
総
督
府
や
官
憲
の
報
告
書
、
個
人
の
書
簡
類
、
日
本
と
朝
鮮
の

　

新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等
種
々
の
資
料
を
収
録
し
、
多
角
的
な
理
解

　

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

▼
朝
鮮
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
翻
訳
し
、
個
人
書
簡
も
読
み
下
し
文

　

と
し
て
、
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444
［消費税が別途加算されます］

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書

　

本
叢
書
は
今
日
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
に
関
す
る
史
料・
記

録・
研
究
の
成
果
と
発
掘
を
ふ
ま
え
て
、

広
く
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
の
問
題
に
関

心
を
も
つ
人
々
に
活
用
さ
れ
、
一
層
の
理

解・
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
の
会
員

に
よ
り
多
様
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
企
画
し
た
。

　
「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
を
契
機
に
、
真

の
日
本
と
韓
国
・
朝
鮮
の
友
好
・
交
流
を
築

い
て
い
く
た
め
に
も
、
改
め
て
資
料
で
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
の
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

第
四
回
配
本

裵
姈
美
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人

在
日
朝
鮮
人

　
留
学
生
資
料

　
留
学
生
資
料
全
３
巻

全
３
巻

6



刊
行
の
辞

　

日
本
の
植
民
地
支
配
下
の
朝
鮮
は
、
充
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ

る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
高
等
教
育
を
望
む
朝
鮮
人

学
生
た
ち
は
、
経
済
力
の
あ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
苦
学
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
も
の
も
、
日
本
留
学
を
目
指
し
て
海
を
渡
っ
て
い
っ

た
。
と
く
に
三
・
一
運
動
後
の
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
関
東
大
震

災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
よ
る
激
減
期
を
除
く
と
、
東
京
だ
け
で
三

〇
〇
〇
人
規
模
に
ま
で
上
っ
た
朝
鮮
人
留
学
生
は
、
一
九
一
二
年

に
組
織
さ
れ
た
学
友
会
を
中
心
に
活
動
す
る
と
同
時
に
、
増
加
す

る
朝
鮮
人
労
働
者
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
作
り
、
民
族
運
動
・

社
会
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

　

一
方
、
朝
鮮
総
督
府
は
朝
鮮
人
留
学
生
の
活
動
や
朝
鮮
に
及
ぼ

す
影
響
力
な
ど
を
警
戒
し
、
日
本
の
官
憲
と
連
携
し
て
統
制
を
強

め
つ
つ
、
体
制
内
に
包
摂
す
る
た
め
の
「
支
援
」
策
も
官
民
両
方

で
展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
留
学
生
た
ち
は
学
業
、

生
活
・
生
計
、
運
動
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
日
本
と
複
合
的
な
関

係
を
持
っ
て
お
り
、
彼
ら
・
彼
女
ら
の
主
体
性
も
ま
た
多
様
な
形

で
現
れ
た
。
在
日
朝
鮮
人
運
動
団
体
が
ほ
と
ん
ど
解
散
す
る
一
九

三
〇
年
以
降
は
、
統
制
や
弾
圧
が
激
し
さ
を
増
し
、
戦
時
体
制
に

な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
以
前
の
よ
う
な
留
学
生
の
活
動
は
困
難
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
一
九
二
〇
年
代
は
留
学
生
を
取
り

巻
く
状
況
も
留
学
生
社
会
内
部
も
、
も
っ
と
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

流
動
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

植
民
地
期
朝
鮮
人
留
学
生
は
、
朝
鮮
近
現
代
史
の
教
育
、
思

想
、
運
動
、
政
治
、
経
済
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
分
野
に
お
い

て
注
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
関
連
資
料
が
資
料
集
と
し
て
発
刊
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
回
、
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る

「
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料
」
を
通
じ
て
、
収
録
資
料
が
留
学
生

と
か
か
わ
る
分
野
の
研
究
者
に
読
ま
れ
、
進
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。裵

姈
美
（
立
命
館
大
学
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
）

▼
収
録
資
料
（
収
録
資
料
の
一
部
）

第
１
巻

Ⅰ　

留
学
生
の
基
礎
的
統
計
資
料

・
留
学
生
総
数
と
東
京
・
地
方
の
留
学
生
数

・
留
学
生
の
居
住
地
別
統
計

・
在
京
朝
鮮
留
学
生
居
住
調
査
表

Ⅱ　

関
東
大
震
災
前
の
留
学
生
状
況

１　

全
般
状
況

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
状
況　

朝
鮮
総
督
府
学
務
局

・
一
九
二
二
年
度
在
日
本
朝
鮮
留
学
生
各
学
校
卒
業
生
一
覧
『
亜

　

細
亜
公
論
』

・
留
日
本
朝
鮮
学
生
統
計
表　

・
朝
鮮
留
学
生
の
過
去
及
現
在　

柳
泰
慶

２　

学
友
会
関
係
資
料
『
学
之
光
』
抜
粋

・
留
学
生
消
息
（
一
九
一
四
年
〜
一
九
三
〇
年
）

３　

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
へ
の
抗
議

・
太
平
洋
会
議
ニ
対
ス
ル
在
京
鮮
人
学
生
ノ
態
度
ニ
関
ス
ル
件　

・
太
平
洋
会
議
対
朝
鮮
独
立
運
動
計
画
ニ
関
ス
ル
件

４　

三
・
一
運
動
記
念
集
会
関
係　

・
東
京
の
三
一
紀
念
、
解
散
、
衝
突
、
検
束
『
東
亜
日
報
』

５　

閔
元
植
氏
暗
殺
関
係　

・
閔
氏
暗
殺
の
梁
槿
煥
に
検
事
死
刑
を
論
告
『
読
売
新
聞
』

６　

東
亜
日
報
糾
弾
事
件　

・
東
京
留
学
生
等
東
亜
日
報
声
討
ニ
関
ス
ル
件

・
東
亜
日
報
社
対
在
京
鮮
人
学
生
等
ノ
声
討
ニ
関
ス
ル
件

７　

仏
教
関
係
留
学
生

・
千
代
田
女
学
校
朝
鮮
女
学
生
『
中
外
日
報
』　

・
日
鮮
仏
教
提
携
反
対
―
鮮
人
学
生
の
運
動
『
中
外
日
報
』　

Ⅲ　

関
東
大
震
災
時
期
の
留
学
生
状
況

１　

震
災
関
連
留
学
生
情
報　

・
臨
時
在
京
日
本
留
学
生
会
ノ
件

・
在
東
京
罹
災
朝
鮮
人
臨
時
救
済
会
発
起
会
ノ
件　

・
在
東
京
留
学
生
父
兄
会
ノ
件

２　

新
聞
に
見
る
留
学
生
状
況　

・
災
害
地
学
生
取
扱
方
針
『
朝
鮮
日
報
』

・
震
災
地
留
学
生
調
査
『
朝
鮮
日
報
』

・
震
災
地
留
学
生
転
学
に
対
し
て　

萩
原
学
務
課
長
談
『
朝
鮮
日
報
』

・
東
京
震
災
地
方
生
存
同
胞　

第
一
報
・
二
報　
『
朝
鮮
日
報
』

・
留
学
生
転
学
配
分　

総
計
百
二
十
九
人
『
東
亜
日
報
』

第
２
巻

Ⅳ　

関
東
大
震
災
後
の
留
学
生
状
況

１　

全
般
状
況

・
内
地
に
於
け
る
朝
鮮
人　

一
・
二
・
三　
『
警
務
彙
報
』　

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
在
学
の
状
況
『
文
教
の
朝
鮮
』

・
在
京
鮮
人
の
現
在
と
そ
の
将
来
『
東
洋
』

・
在
京
朝
鮮
留
学
生
概
況　

内
務
省
警
保
局

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
調　

朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
『
文
教
の
朝
鮮
』

・
在
神
半
島
民
族
の
現
状　

神
戸
市
役
所
社
会
課

・
東
京
朝
鮮
人
諸
団
体
歴
訪
記
『
朝
鮮
思
想
通
信
』

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
状
況
調　

朝
鮮
教
育
会
奨
学
部

・
鮮
人
学
生
生
徒
の
思
想
的
事
件　

文
部
省
学
生
課

２　

学
友
会
関
係
資
料　

・
東
京
留
学
生
―
学
友
会
総
会
『
朝
鮮
日
報
』

・
革
命
記
念
日
に
検
挙
さ
れ
た
朝
鮮
女
学
生
を
拷
問
『
東
亜
日
報
』

３　

仏
教
関
係
留
学
生　

・
朝
鮮
仏
教
大
会
の
新
留
学
生
運
動
『
中
外
日
報
』

・
捨
鉢
に
進
路
を
と
る
朝
鮮
苦
学
生
『
中
外
日
報
』

Ⅴ　

朝
鮮
総
督
府
の
留
学
生
政
策

１　

一
九
一
〇
年
代
の
留
学
生
政
策

①
留
学
生
規
定

・
朝
鮮
総
督
府
留
学
生
規
定
（
朝
鮮
総
督
府
令
第
七
八
号
）

②
監
督
体
制
・
留
学
抑
制　

・
留
学
生
監
獄
『
新
韓
民
報
』

・
留
学
生
の
現
状
『
毎
日
申
報
』

・
私
費
留
学
注
意
『
毎
日
申
報
』

・
社
説　

朝
鮮
留
学
生
『
毎
日
申
報
』

・
在
留
朝
鮮
人
学
生
名
簿
調
製
ニ
関
ス
ル
通
牒　

・
留
学
生
宿
舎
問
題
『
毎
日
申
報
』

２　

一
九
二
〇
年
代
の
留
学
生
政
策

①
留
学
生
規
定
・
指
導　

・
在
内
地
官
費
朝
鮮
学
生
規
程
（
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
七
〇
号
）

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
（
官
通
牒
第
四
八
号
）

・
在
内
地
朝
鮮
学
生
指
導
ニ
関
ス
ル
施
設
『
文
教
の
朝
鮮
』

・
日
本
留
学
生
給
費
制
撤
廃
『
東
亜
日
報
』

②
寄
宿
舎
問
題

・
督
学
部
寄
宿
舎
『
東
亜
日
報
』

・
朝
鮮
総
督
府
経
営
の
東
京
留
学
寄
宿
舎
『
朝
鮮
日
報
』

③
学
生
の
救
済
運
動

・
蛍
雪
会
の
近
況
『
毎
日
申
報
』

３
『
奨
学
部
報
』
第
一
号
〜
第
一
八
号

第
３
巻

Ⅵ　

日
本
人
の「
支
援
」団
体

１　

向
学
会

・
留
学
生
の
為
に
新
寄
宿
舎
『
毎
日
申
報
』

・
朝
鮮
留
学
生
の
た
め
に
計
画
中
で
あ
っ
た
寄
宿
舎
開
始
『
毎
日

　

申
報
』

２　

輔
仁
学
舎

・
輔
仁
会
組
織
『
毎
日
申
報
』

・
朝
鮮
留
学
生
を
収
容　

輔
仁
学
舎
の
昨
今
現
況
『
毎
日
申
報
』

・
輔
仁
会
給
費
生
と
殺
到
す
る
志
願
者
『
朝
鮮
日
報
』

３　

麗
澤
会

・
麗
澤
会
創
立
の
趣
意
「
斉
藤
実
関
係
文
書
」

・
麗
澤
会
ニ
関
ス
ル
件　

京
城
本
町
警
察
署　

４　

亜
細
亜
公
論
社
・
大
東
公
論
社

・
本
社
の
事
業
『
亜
細
亜
公
論
』

・
大
東
公
論
社
社
告
『
大
東
公
論
』　

５　

鶏
林
荘

・
細
井
肇
発
斉
藤
実
宛
書
簡

・
松
浦
淑
郎
発
斉
藤
実
宛
書
簡

６　

個
人
の
支
援

・
斉
藤
実
発
阿
部
充
家
宛
書
簡

・
阿
部
充
家
発
斉
藤
実
宛
書
簡

・
中
野
正
剛
発
斉
藤
実
宛
書
簡

７　

自
彊
会
関
係
資
料

・
創
立
十
周
年
記
念
誌

・
自
彊
会
事
業
報
告
及
拡
張
案

・
財
団
法
人
自
彊
会
経
過
報
告
書　

・
自
彊
会
会
員
李
宗
白
発
阪
谷
芳
郎
宛
礼
状

８　

力
行
社
関
係
資
料

・
事
業
概
要
（
大
正
一
三
年
〜
昭
和
四
年
）　

力
行
社　
　

・
昭
和
七
年
度
事
業
報
告
書　

力
行
社

・『
力
行
之
光
』
第
七
号
（
昭
和
九
年
）・
第
一
七
号
（
昭
和
一
〇

年
）　

力
行
之
光
社


